
第９回石川町振興計画審議会 
 
日 時   平成２０年１０月９日 午後７時から９時１０分まで 
場 所   本庁舎 第一会議室 
出席者   瀬谷企画調整課長、添田企画係長、佐川主査 
      西川会長、渡辺副会長、相楽委員、水野委員、野崎委員、深谷委員、添田好史委員、

添田一文委員、添田京子委員、鈴木委員、酒井委員 
進行 企画課長 
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 第５次総合計画の内容については十分に討議を行ったので、今回は答申する文章の

文言について検討をしたいと思います。まず、事務局で答申文の朗読をお願いします。

 答申文朗読。 
 ３．「上記２つ」中の「つ」を削除してください。 
 他にありませんか。 
 ５．の文中、外部評価とはどのようなものか。 
 行政評価を内部で評価するのではなく、第３者が行う外部評価で行うということで

す。当然、その結果については、一般の町民へ公表していく考えです。 
 他にありますか。 
 意見がないようですので、次に分野別意見について検討を行います。１番から６番

までありますが、事務局で朗読をお願いします。 
 分野別意見を１番から６番まで朗読する。 
 分野別意見は、小委員会で意見を６つの分野別にまとめたのですが、内容について

意見を求めます。 
 １番の４に、さくらカードで地域通貨の仕組みをつくるというのは、協会でも意見

交換をしているところだが、大型店も加入してくれないと地域通貨としての役割が確

立しないのではないか。 
 これは審議会の意見です。内容については、町がこれを受けてどう考えるかという

ことではないですか。 
 地域通貨として確立するために、大型店の加盟について行政が係わってくれたほう

が、上手くいくと思うのだが。 
 町として検討中である。敬老会の祝金等もさくらカードでと考えているが、以前、

議会で反対された経緯もある。加盟店が増えればもっと使いやすくなると考えている

が、大型店の加盟については考えが及ばなかった。 
 大型店での消費活動が大きい。大型店が加盟すればさくらカード利用者の増加が見

込めると思う。ほかの地域ではうまくやっているところもある。 
 飲食店が加盟しても良いのではないか。まだまだ改革する余地はあると思う。 
１番「にぎわいと活気のあるまち（産業）」の文中に消費者ニーズ、高齢者に対す

る文言が記載されていないが、記載した方が良いのではないか。 
４番「安全・安心で快適なまち（生活・環境）」の意見の中に記載している。 
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 ４番は「安心・安全で快適なまち」という基本目標の項目である。１番「にぎわい

と活気のあるまち」に記載があってこそ生きてくると思う。もっと強い言葉で商店街

の活性化を積極的に書いてほしい。 
 「子どもから高齢者までの優しいまちづくり」に関連するので、４番の生活・環境

の場所で良いのではないか。 
最近の商工会の調査では、空き店舗が５５あり、１店舗が活用されている状況であ

る。１０年で空き店舗の活用が５店舗ではあまりにも貧弱である。中心市街地の活性

化は、個人の努力によるところも大きいが、水道事業所を拠点として活用するなど、

高齢者が安心して生活できるような活気のある中心市街地にするためにも、もう少し

強い表現がほしい。 
 確かに、空き店舗活用の数値目標は弱いと思う。５年間で２店舗増えるという根拠

がほしい。 
 平成１３年度から１８年度までの空き店舗活用を調査したら１店舗だった。それを

参考にして数値目標を設定したのではないか。 
 空き店舗の活用は、個人の財産の活用でもあるので、時間がかかると思う。 
 店舗併用住宅の場合は、所有者が住んでいるケースもあるので、利用が困難な場合

もあると考えられる。 
 商店街の活性化は難しい問題である。スーパーで安い商品が売っていても、コンビ

ニのように生活圏内中にあり、夜中に店が開いていれば、多少高い商品でも買ってし

まう。高齢者の生活圏に商店をどのように結び付けていくのか。ここに記載するのは

難しいので、実施計画に載せて頂いたらどうか。 
 実施計画に載せてもらえるのか。 
 実施計画には、計画に向けた具体的な事業を載せていく。すべての事業が平成２１

年度から始まるわけではないが、１２月の下旬ころには皆さんに内容を説明したい。

 この件については、実施計画の中で確認するということでよろしいですか。 
 空き店舗の活用を積極的に図るよう意見に盛り込んではどうか。 
 商業の活性化は商工会だけでは難しい。先にも述べたように４番の「安全・安心で

快適なまち」に意見を記載するのは趣旨が違うと思う。 
 空き店舗の活用については、数値目標を高く設定するように意見を記載するか。 
 仕入品を小売りするだけの商売では難しい時代になっている。品揃えでは大型店に

かなわないので、何か付加価値を付けなければ品物は売れない。 
 空き店舗を活用するにしても、商品に何か付加価値を付けた商売でなければ難しい

のではないか。 
 今の商売がダメであれば、新たな商売をする人を応援するように書いてはどうか。

 ＧＬＰを国民総付加価値というが、納豆も豆腐も他の商品と違った付加価値を付け

て商売している。 
 店舗に限らなくても、違った業種が空き店舗を活用できるような取り組みをしてほ

しい。 
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 ４番「安心・安全で快適なまち」にはそのような内容が記載してあるが。 
 １番「にぎわいと活気のあるまち」に入れてほしい。 
 新たな商売にチャレンジするような経営者が、町に出店してくれるのか。 
 それについては、大都会以外は皆同じである。都会にしかチャレンジの機会がない

訳ではない。 
 １番「にぎわいと活気のあるまち」の「農産物のブランド化」の後に、特産品の開

発を入れてはどうか。 
 添田一文さんの意見について皆さんどうですか。 
入れても良いと思う。ブランド化と特産品の開発は別である。 

 それでは、１番の「農産物のブランド化」の後に、特産品の開発を加えます。 
 愛媛県の今治市では、基本構想が住民に分かりやすいように、ラブストーリーの形

式をとって説明している。町も今治市の例を参考にしてはどうか。町内の若者にもこ

の計画をみてほしい。 
 住民に説明するのに、総合計画の概要版を作成するという話だが、内容を分かりや

すくしてほしい。 
 基本構想は、議会で議決されるというが、議員の方々は計画の内容を理解している

のか。 
 議会の説明は部分的に行っているので、ご理解いただいていると考えている。 
 議員からはどのような意見が出ているのか。一部を聞かせてほしい。 
 意見を一部紹介すると、財政問題ばかりを考えないで夢の持てる計画にしてほし

い。市街地の活性化について施策が見えてこない。町と議会が協力して計画を進める

等、多様な意見が出されています。 
 この計画は、財政が厳しいから実現は難しいなどと言わずに進めてほしい。 
 財政が厳しいのは事実だが、限られた予算の中で必要な事業を進めるため、不要な

事業を廃止するなど、スクラップ アンド ビルドをして、計画を進めていきたい。

 女性・若者のまちづくり委員会の提言を載せてはどうか。 
 計画書の付属資料に載せる予定です。 
 他に意見はありませんか。 
意見がないようですので、先ほど討議した中心市街地の空き店舗活用等について、

１番の「にぎわいと活気のあるまち」に記載したいと思いますが、文章をどのように

したらよろしいでしょうか。 
ここで、文章がまとまらないようでしたら、私と事務局で今日出された意見を参考

に、文章を作成したいと思いますが、皆さんいかがでしょうか。 
異議なし。 
異議がないようですので、今日出された意見を取り入れ、答申内容を手直しします

ので、皆さんのご了承をお願いします。 
以上をもちまして、答申内容についての検討を終了いたします。(午後８時１０分)
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 続きまして、ここからは町への意見について発言を求めたいと思います。 
何かありますか。 

 あさひ公園のトイレを新築したが、構造が悪く死角が多いので、女性は安心して入

れない。また、女性トイレに汚物入れもないし、予備のトイレットペーパーもない。

もっと安心して使用できるように早急に改善して欲しい。 
 男・女のマーク表示も小さいと思う。夜など、間違って入ってしまうのではないか。

 使用するには身の危険を感じる。入口のドアも曇りガラスではなくて透明にしてほ

しい。 
 総合計画の内容は各地区で説明はしないのか。配布だけでは読んでもらえるかどう

か分からないのではないか。 
 区長会の研修会などでの説明を考えている。今のところ各地区で説明会を開く考え

はないが、何か機会があれば説明していきたい。 
 配りっぱなしは問題だと思う。少なくとも行政区長には説明して欲しい。 
 町民に積極的に参加してもらうためにも、説明は必要ではないか。 
 地区公民館が変わると聞いたが、どのように変わるのか。 
 館長を非常勤として、事務職として事務長を民間から登用する考えである。公民館

の所管も教育委員会から町部局へ移し、地域コミュニティセンターのような役割を持

たせたいと考えている。また、事務長については報酬についてもそれなりの金額を用

意したいと思っているので、５０代位の有能な人を採用していきたい。 
 行政区の在り方、行政区の統合についてはどう考えているのか。 
 行政区の統合については、地域内で判断して頂きたいと考えている。町で、どこと

どこが統合しろと話をすることはできない。 
 沢田地区では、沢井三里のように統合本部を設置して統合した行政区もあるが、中

央区、古内区などのように、統合委員会を作ったが活動なく終わったところもある。

町がある程度、統合の方向性を示したほうが良いのではないか。 
 行政区は地域の自治組織である。歴史的な問題もあるので、町で統合の方向性を示

すのは難しいと考える。 
 いよいよ５総がスタートラインに立つわけだが、職員はどう考えているのか。 
 職員が完全に営業マンという茂木町はすごかった。石川町はお金がないということ

で職員にやる気がないのではないか。 
 財政は厳しいが、プロジェクトは必ず実施するものとして位置付けている。職員が

一丸となってプロジェクトを実現していきたい。 
 茂木町でも今のようになるまで１５年かかっている。 
 基本計画についても、私たちの意見を取り入れて内容が変わっている課もあれば、

変わっていない課もある。これはいったい何なのかと思う。 
 観光の振興についても最低限でやっている。看板、パンフレットの作成などについ

ても現場の意見を聞かないでやっている。予算も少ないと聞いているので、要望しな

いのも悪いのだが、当たり前のことをやってほしい。 
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 今回の計画は「協働」という言葉に重みがあると思う。 
 町民とともに歩むことが大切だ。世界経済の状況からみても、税収は必ず下がって

くる。企業的なセンスでお金を集めることも必要だ。 
 役場もＰＤＣＡサイクルなど、行った事業を検証する仕組みづくりが必要ではない

か。 
 外部評価にしても、知識を持った能力のある人ができるような仕組みづくりが大切

だと思う。 
 会社でいくら多額の納税をしても、観光関連の予算がつかなければ投資効果が全く

ない。納税額が増えれば交付税が減るので、税を納めても納めなくても一緒だという

時代もあったが、多額の税金を納税しているという評価をしてほしい。納税に見合っ

た事業予算を付けてほしい。 
 企業誘致の件についてお聞きしたい。今年、藤沢地区に工場用地の造成をするとい

うが、それ以外に計画はないのか。母畑の牛沼地区にあぶくま高原道路のインターが

できるという話を聞いているが、利用できないか。 
 藤沢地区以外に具体的な計画はないが、牛沼地区については、空港にも近いしイン

ターができれば、物流関係の企業が誘致できる可能性もあるので注目をしている。 
 数値目標が細かく入っているが、外部のチェックが必要だ。協働もあいまいである

ので、実施計画にどう位置づけるのか。離農の問題もある。農業をやめてしまうとそ

こに住んでいる理由がなくなってしまう。 
 文化協会でラテン音楽祭などを企画しても、若い人が集まらない。何かいい方法が

ないか皆さんにお聞きしたい。 
 今の若い人は、なかなか大人数では集まらない。 
 陶芸、絵画、音楽など、人が大勢集まるところで発表したら良いのではないか。外

から来た人も参加できるような地域文化の提供など、いろいろ組み合わせて行っては

どうか。 
 常設するというのも強みではないか。駅を発表の場にするとか、南町の空き店舗に

作品を展示するのも良いと思う。 
障害者ミュージカルの開催場所が町体育館から石川小の体育館に変更になり、トイ

レに困っていると聞いた。暗幕もないというし、町で改善できないのか。 
 私が言うのも何なのだが、玉川の文化体育館を使用しても良かったのではないか。

 県立石川高校の演劇部が県の代表になるほどの実力というが、見る機会がない。 
 先生は発想が狭いので、一般に見せるという考えがないのではないか。前に演劇を

一般に公開したときには、観客が５人位しかいなかったということも聞いているが。

 重量挙げの吉田君などすばらしい選手もいる。町民に広く知ってもらう機会があっ

ても良いと思うが。 
 時間となりますので、以上で審議会を閉じたいと思います。皆さんご苦労さまでし

た。午後９時１０分 
 


